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国内売上高（全業態） 13年4月 14年4月 14年5月 14年6月 14年7月 14年8月 14年9月 14年10月 14年11月 14年12月 15年1月 15年2月 15年3月 今期累計 第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期 上期 下期

23,021 19,428 19,428

-10.0 -15.7 -15.7

-12.2 -17.1 -17.1

国内客数（全業態） 13年4月 14年4月 14年5月 14年6月 14年7月 14年8月 14年9月 14年10月 14年11月 14年12月 15年1月 15年2月 15年3月 今期累計 第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期 上期 下期

3,425 3,198 3,198

-6.5 -6.7 -6.7

-9.1 -8.6 -8.6

客単価（全業態） 13年4月 14年4月 14年5月 14年6月 14年7月 14年8月 14年9月 14年10月 14年11月 14年12月 15年1月 15年2月 15年3月 今期累計 第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期 上期 下期

-3.4 -9.4 -9.4

国内　商品別売上高 既存店前年比（％） 13年4月 14年4月 14年5月 14年6月 14年7月 14年8月 14年9月 14年10月 14年11月 14年12月 15年1月 15年2月 15年3月 今期累計 第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期 上期 下期

カー用品（車検含む） -14.1 -16.9 -16.9

-4.3 -11.3 -11.3

7.0 -19.6 -19.6

-14.5 -25.2 -25.2

-18.5 -19.5 -19.5

-29.2 -23.8 -23.8

-4.3 -9.6 -9.6

-6.9 -16.5 -16.5

-12.9 -13.1 -13.1

-11.1 -10.6 -10.6

-7.9 -7.2 -7.2

-9.2 -16.6 -16.6

-13.9 -21.5 -21.5

-9.6 -23.9 -23.9

23.4 -21.3 -21.3

-26.2 -21.8 -21.8

30.3 -11.1 -11.1

国内業態別店舗売上高　前年比（主要2業態、既存店）
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出店、退店状況 4月度　国内：新店1、退店0、リロケーション/スクラップ＆ビルド（業態変更含む）による開店0、 　　　海外：新店0、退店0

4月末　国内店舗数：  572店舗（オートバックス479、スーパーオートバックス 75、オートバックスセコハン市場 10、オートバックスエクスプレス 8）
・こちらのデータはフランチャイズ加盟法人の運営する店舗を含むオートバックスグループの小売売上であり、当社連結および単独の売上高とは異なり、会計監査人による監査は受けておりません。

・最新データにつきましては、速報値となっています。尚、過去に遡って調整が入る場合もございます。

・「全業態」は、スーパーオートバックス、オートバックス、オートバックスカーズ、オートバックスセコハン市場、オートバックスエクスプレスです。

・「カー用品」には、セコハン市場やオートバックスエクスプレスで一部販売している新品のカー用品も含まれています。

アクセサリー：他の商品群と比べ増税の影響が少なかったが、レーダー探知機は大きく前年割れ。カーリペア：消費増税の影響は少なかったが、好調が続いていた手軽なタイプのコート剤などが前年実績を下回り、ＰＢ清掃用品は数量ベースで前年実績を上回った。

サービス：タイヤ・ホイール、ナビゲーションなどの販売数量減に伴い、取付工賃は減少。車検・整備は、消費増税により4月車検満了予定の車両が、3月に多数前倒しで入庫したことが大きく影響し、台数・金額ともに前年割れ。全店ベースで台数前年比▲24.7％、金額前年比▲18.9％。

車販売：店舗での査定件数は増加したものの、消費増税の影響が大きく、買取りによる業販、小売ともに前年実績を下回る。全店ベースで台数前年比▲18.7％、金額前年比▲20.0％

2014年４月度　　　　　　　　　　　（特に記載がない場合は前年同月比は既存店ベースの数値）

【概況】前年同月売上は既存店ベースで▲17.1％、全店ベースで▲15.7％

売上増減要素：①3月の消費増税前の駆け込み需要の反動が、タイヤ・ホイールをはじめ主要商品群の売上に影響し、②加えて新車販売台数の減少により、ナビゲーションなどの商品の売上が低下。③車販売や車検・整備も消費増税の影響により売上減少。

【商品別】タイヤ・ホイール：タイヤは一部の降雪エリアで冬タイヤから夏タイヤへの履き替えも進んだが、消費増税前の駆け込み需要の反動の影響が著しく、数量・金額ともに前年割れ。ホイールは大口径サイズなど高額商品の落ち込みが顕著。

カーエレクトロニクス：消費増税による新車販売台数減の影響もあり、ナビゲーションの売上が減少し、単価も据え置き型、ポータブルとも低下。ドライブレコーダーは好調を維持し、金額で前年比二桁以上伸長。

オイル：数量・金額ともに前年割れとなるが、売場での取り組みを強化したオイル添加剤は好調。バッテリー：3月に大きく伸長した反動もあり、数量・金額とも前年実績を下回った。メンテナンス：全国的に降水量が平年を下回った影響などもあり、ワイパーの売上が減少。
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　　　2015年3月期　4月度 月次売上概況（速報）についてのお知らせ
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